
會津若松建設事務所祭倶楽部「やってみっ会」活動体験記 Vol. １

寒風吹きすさぶ1月7日。
詣でて参りました、あの七日堂裸参り。
その始まりは約４００年前からと言われ、
福島県を代表するお祭りです。

下帯一本！ 七日堂裸参りに参加。（柳津町圓蔵寺）

2010,01,07

半ば、自分の体力・体型もあきらめつつ、
とりあえず迷ったら「やってみっ会」の精神で参加。
何はともあれ、気合いが入ります。
雪の上を裸足で駆け出し、水屋の水で身を清め、
菊光堂の中は我先に大綱にしがみつこうと熱気でムンムン。
結果は３人とも登り切ることはできませんでしたが、
下帯一本で詣でることに御利益があるとか。
終わってみれば充実感でお腹がいっぱい。
沿道の声援や、おしるこ、甘酒などのおもてなしも嬉しい限り。
来年は、先ず減量し、腕力を鍛えて
再度参加することを誓ったのであります。

参加者

出発前の記念撮影。
他の宿屋からも圓蔵寺を目指す。

ワッショイワッショイ、かけ声会わせ
階段を駆け上る。

参加者
唐橋 薫
安藤 正弘
伊達 洋志
応援
遠藤 光一、古河 司、平子 誠、猪股 慶藏、
村井 弘道、瀧本 達也、福島 宏幸

この資料に関する問い合わせ
企画調査課 唐橋 薫
電話 0242 – 29 - 5455

大綱に辿りつくまでが大変。
自分の体重の重さを痛感・・・。

なんとも言えない満足感。
病みつきになります。


